
 熊盲ガイド  

次回の熊盲ガイド・・・全盲児の学習について 

 点字は、読書・学習・コミュニケーションの手段として用いられるほか、資格取得や進学・就

職のための点字受験など、視覚障がい者やそれをとりまく人々の間で“最も有効な文字”として

広く用いられている。また、公共の施設や街の中に、各種の点字サインが普及しつつあり、単に

視覚障がい者にとっての情報源としてだけでなく、視覚障がい者に対する社会の関心を高めるこ

とにも役立っている。 

１ 視覚障がいとは  ～点字について～ 

   

点字 

点字の歴史 
 点字は、ルイ･ブライユ（Louis Braille 1809～1852年）によって、1825年に考案された文
字である。そして、1854年にフランスで採用されたのを皮切りに、次第に各国で用いられるよ
うになった。日本の点字は、東京盲唖学校の教員石川倉次（1859～1944年）によって翻訳さ
れ、1890年に制定されたものである。 

点字の構成 

【点字 五十音表】 

（１）点字の配列 
 点字は横書きで、書くときは右から左
へ書き、読むときは左から右へ凸面を読
む。 
 点字の１つの単位である１マスは、縦
３点が横に２列並んだ６点から構成され
ている。 
 点の位置は、読むとき（凸面） 
には、左上から①の点、②の点、 
③の点、右上から④の点、⑤ 
の点、⑥の点と呼ばれる。   

①④ 
②⑤ 
③⑥ 

生活の身近なところにある点字 
（１）駅の案内 
 ・構内案内･･･触知図案内板や点字運賃表などがある。 
        ※駅構内では、触地図案内板や階段の位置を案内する誘導チャイムがあり、常   
         時鳴るものやセンサー感知で鳴るものがある。 
 ・列車乗り口の案内･･･ホーム階段の手すりに列車の番線や出口などが表記してある。 
 ・新幹線内の案内･･･座席の配列を乗降口の手すりに表記してある。 
（２）トイレの案内 
 ・トイレ案内図 
 ・「流す」「非常ボタン」などのボタン 
 ・ウォッシュレットのボタン 
（３）飲食物パッケージ・日用品 
 ・アルコール飲料水･･･「おさけ」と点字で表記してある。 
 ・ソースの容器･･･「ソース」などと表記してある。 
 ・洗濯機や炊飯器などのボタン 
※ここに紹介しているもの以外にも、点字表記はたくさんあります。探してみてください！ 
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